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【
組
織
対
策
部
】組
合
組

織
人
数
が
１
１
，
６
７
０

人
で
ス
タ
ー
ト
し
た
令
和

６
年
度
。
令
和
４
年
度
か

ら
年
間
減
勢
が
進
む
状
況

に
歯
止
め
を
か
け
る
べ
く
、

年
間
加
入
者
数
７
０
１
人

（
組
織
人
員
の
６
％
）
を

目
標
に
、
組
合
員
が
一
丸

と
な
っ
て
組
織
拡
大
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、

今
年
１
月
末
ま
で
の
新
加

入
者
は
前
年
同
時
期
に
比

べ
１
８
６
人（
22
・
８
％
）

少
な
い
６
２
９
人
（
達
成

率
89
・
７
％
）
で
、
こ
れ

を
大
き
く
上
回
る
脱
退
者

数
が
影
響
し
、
組
織
人
数

は
年
度
当
初
か
ら
２
６
８

人
減
の
１
１
，
４
０
２
人

と
な
り
、
３
年
連
続
の
年

間
減
勢
は
避
け
ら
れ
な
い

状
況
で
す
。

準
へ
の
適
合
義
務
が
、
令

和
７
年
４
月
よ
り
原
則
す

べ
て
の
住
宅
・
非
住
宅
に

課
せ
ら
れ
ま
す
（
図
１
）。

　

ま
た
、
増
改
築
部
分
に

つ
い
て
も
省
エ
ネ
基
準
へ

の
適
合
性
判
定
が
求
め
ら

れ
ま
す
。
建
築
確
認
手
続

き
の
中
で
省
エ
ネ
基
準
へ

の
適
合
性
判
定
を
す
る
た

め
、
令
和
７
年
４
月
以
降

に
工
事
着
工
が
見
込
ま
れ

る
場
合
は
、
法
施
行
前
か

ら
省
エ
ネ
基
準
に
適
合
し

　

来
月
か
ら

改
正
建
築
基

準
法
お
よ
び

省
エ
ネ
法
が

施
行
さ
れ
、

基
本
的
に
す

べ
て
の
建
築

物
に
対
し
て

省
エ
ネ
適
合
を
さ
せ
な

け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ

た
。
こ
れ
ま
で
省
エ
ネ

基
準
に
適
合
す
る
建
物

を
希
望
す
る
か
否
か
は

施
主
の
判
断
に
任
せ
ら

れ
て
い
た
が
、
今
後
は

「
選
択
し
な
い
」
と
い

う
判
断
が
で
き
な
く
な

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

私
た
ち
も
対
応
で
き

る
よ
う
に
勉
強
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
。

　

地
球
温
暖
化
、
南
海

ト
ラ
フ
地
震
な
ど
、
耐

震
補
強
・
省
エ
ネ
強
化

の
推
進
は
無
論
重
要
だ
。

一
方
で
、
職
人
の
高
齢

化
・
減
少
を
く
い
止
め

る
こ
と
も
忘
れ
て
は
な

ら
な
い
。
職
人
の
使
う

工
具
の
多
様
化
や
高
騰

な
ど
を
見
込
ん
だ
賃
金

引
き
上
げ
を
メ
デ
ィ
ア

に
呼
び
か
け
る
く
ら
い

の
行
動
が
な
け
れ
ば
、

い
つ
か
町
か
ら
職
人
が

い
な
く
な
る
恐
れ
が
あ

る
。
若
者
の
確
保
に
向

け
、
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー

は
共
同
出
資
し
て
職
人

の
学
校
を
設
け
、
ま
た

工
務
店
等
は
国
・
県
に

職
人
育
成
助
成
金
を
申

請
し
て
会
社
の
負
担
に

な
ら
な
い
よ
う
に
す
る

な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
案

を
検
討
し
て
ほ
し
い
。
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４
号
建
築
物
区
分
見
直
し

　
建
築
基
準
法
・
省
エ
ネ
法
が
施
行
へ

　
【
住
宅
対
策
部
】建
築
基
準
法
お
よ
び
建
築
物
省

エ
ネ
法
の
改
正
に
よ
り
、
令
和
７
年
４
月
以
降
着

工
の
木
造
建
築
物
に
係
る
審
査
・
検
査
の
対
象
範

囲
の
見
直
し
や
、
原
則
す
べ
て
の
建
築
物
へ
の
省

エ
ネ
基
準
適
合
義
務
化
な
ど
大
幅
な
変
更
が
適
用

開
始
と
な
り
ま
す
。

　

今
回
の
改
正
の
目
的
は
、

建
築
物
分
野
に
お
け
る
省

エ
ネ
対
策
を
加
速
さ
せ
る

こ
と
、
そ
し
て
木
材
利
用

を
促
進
す
る
こ
と
で
す
。

改
正
要
点
を
よ
く
確
認
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

https://www.okayamakenro.or.jp/

省
エ
ネ
基
準
へ
の

�

適
合
義
務
化

　

こ
れ
ま
で
非
住
宅
か
つ

３
０
０
㎡
以
上
の
中
規

模
・
大
規
模
建
築
物
に
限

定
さ
れ
て
い
た
省
エ
ネ
基

た
設
計
に
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

４
号
特
例
の
縮
小

　

こ
れ
ま
で
、
２
階
建
て

以
下
の
木
造
住
宅
を
含
む

小
規
模
建
築
物
（
４
号
建

築
物
）
に
つ
い
て
は
、
建

築
士
が
設
計
を
行
う
場
合
、

建
築
確
認
審
査
の
一
部
を

省
略
で
き
る
制
度
「
４
号

特
例
」
が
適
用
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
今
回
の
改
正

で
４
号
建
築
物
の
区
分
が

　

組
織
運
営
に
は
数
が
力

で
す
。気
持
ち
を
新
た
に
、

未
加
入
者
の
掘
り
起
こ
し

は
も
ち
ろ
ん
、
脱
退
防
止

に
も
力
を
入
れ
、
組
織
実

増
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
４
月
か
ら
の

２
カ
月
間
は
『
春
の
組
織

拡
大
月
間
』
で
す
。
月
間

中
の
取
り
組
み
要
点
と
し

て
は
、
組
合
員
一
人
ひ
と

り
が
現
場
や
会
合
の
場
で

未
加
入
者
へ
の
声
掛
け
に

よ
る
組
合
Ｐ
Ｒ
と
、
脱
退

を
検
討
し
て
い
る
方
に
は

寄
り
添
う
な
ど
積
極
的
な

対
話
行
動
が
必
要
に
な
っ

て
き
ま
す
。

　

組
織
増
勢
へ
の
反
転
を

目
指
し
、
こ
の
機
に
組
織

一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん

で
い
き
ま
し
ょ
う
。

組織増勢への反転を
４月から春の拡大月間

改正

見
直
さ
れ
「
新
２
号
建
築

物
」
と
「
新
３
号
建
築
物
」

に
再
分
類
さ
れ
ま
す
。

　

「
新
２
号
建
築
物
」
は

木
造
２
階
建
て
・
木
造
平

屋
建
て
（
延
べ
面
積
２
０

０
㎡
超
）
で
、
す
べ
て
の

項
目
が
建
築
確
認
審
査
の

対
象
と
な
り
ま
す
。

　

「
新
３
号
建
築
物
」
に

は
木
造
平
屋
建
て
（
延
べ

面
積
２
０
０
㎡
以
下
）
が

該
当
し
、
こ
ち
ら
は
審
査

省
略
が
継
続
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
先
述
の
通
り
、
住

宅
を
含
む
原
則
す
べ
て
の

建
築
物
に
省
エ
ネ
基
準
適

合
が
義
務
化
さ
れ
る
こ
と

か
ら
「
新
２
号
建
築
物
」

に
お
い
て
は
建
築
確
認
申

請
を
行
う
際
に
、
構
造
安

全
性
基
準
お
よ
び
省
エ
ネ

基
準
へ
の
適
合
性
を
示
す

図
書
の
提
出
が
必
要
と
な

り
ま
す
（
図
２
）。

　

次
に
、
法
改
正
で
４
号

建
築
物
か
ら
新
２
号
建
築

物
と
し
て
扱
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
既
存
建
築
物
に

対
し
て
大
規
模
修
繕
ま
た

は
模
様
替
え
を
行
う
場
合
、

改
正
後
は
確
認
申
請
手
続

き
が
必
要
で
す
。

　

こ
の
他
、
必
要
壁
量
の

基
準
や
柱
の
小
径
に
関
す

る
基
準
も
改
正
さ
れ
（
令

和
８
年
３
月
31
日
ま
で
一

部
経
過
措
置
あ
り
）
屋
根

と
外
壁
の
仕
様
に
よ
り
細

分
化
さ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

　

詳
細
は
国
土
交
通
省
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

（図１）省エネ基準適合に係る規制の概要
〈現行〉 非住宅 住宅 〈改正〉 非住宅 住宅
大規模

2000㎡以上
適合義務
H29.4～ 届出義務

➡
適合義務
H29.4～ 適合義務

中規模 適合義務
R3.4～ 届出義務 適合義務

R3.4～ 適合義務

小規模
300㎡未満 説明義務 説明義務 適合義務 適合義務

※�エネルギー消費性能に及ぼす影響が少ないものとして政令で定める
規模（10㎡を想定）以下のもの、及び現行制度で適用除外とされてい
る建築物は除く

国交省
法改正
ページ
■解説動画

■テキスト

（図２）４号特例の見直しに伴う変更点
改正後

新２号建築物 改正法第６条第１項第２
号に該当する建築物

  確認申請書・図書
  構造関係規定等の図書（追加）
  省エネ関連の図書（追加）

新３号建築物 改正法第６条第１項第３
号に該当する建築物

 確認申請書・図書（変更なし）

改正前
４号建築物 建築基準法第６条第１項

第４号に該当する建築物

 確認申請書・図書
（一部図書省略）

木造２階建て 木造平屋建て等

木造平屋建て
（延べ面積200㎡以下）

木造
２階建て

木造平屋建て
（延べ面積
200㎡超）

労働保険の
手続きを忘れずに
労働者を雇った時は労災保険と雇用
保険の手続きが必要です
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活動の幅広げたい
続けて楽しむ青年部

　
【
青
年
部　

大
久
保

綾（
39
歳
・
岡
山
）】
私

が
青
年
部
に
入
り
、
６

年
が
経
ち
ま
し
た
。
誘

わ
れ
る
が
ま
ま
入
っ
た

青
年
部
は
最
初
の
頃
は

右
も
左
も
分
か
ら
ず
、

特
に
得
意
で
も
な
い
球

技
大
会
に
参
加
し
た
り

し
て
、
正
直
面
倒
く
さ

い
な
と
思
っ
て
い
た
時
期

も
あ
り
ま
し
た
。し
か
し
、

続
け
て
い
く
う
ち
に
み
ん

な
と
の
仲
も
深
ま
り
、
楽

し
く
参
加
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
今
で
は
家

族
も
参
加
す
る
こ
と
が
あ

り
「
次
も
参
加
し
た
い
」

と
言
わ
れ
る
と
青
年
部
員

と
し
て
嬉
し
い
で
す
。

　

こ
の
青
年
部
に
入
っ
て

実
感
し
た
の
は
、
何
を
す

る
に
し
て
も
や
っ
て
み
な

い
と
分
か
ら
な
い
と
い
う

こ
と
。
仕
事
で
も
私
生
活

で
も
、
行
動
し
て
続
け
な

い
と
得
ら
れ
な
い
成
長
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
皆

さ
ん
も
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と

に
ど
ん
ど
ん
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
、
活
動
の
幅
を
広
げ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

小
学
生
が
建
前
体
験

働
く
楽
し
さ
学
ぶ

支　　部
定期大会

　
【
玉
野
支
部　

久
志

賢
太
郎
副
支
部
長
】
12

月
14
日
、
玉
野
市
立
玉

野
商
工
高
校
で
行
わ
れ

た
「
キ
ッ
ズ
ビ
ジ
ネ
ス

タ
ウ
ン
」
に
協
力
団
体

と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

玉
野
商
工
が
市
内
の
小

学
生
を
対
象
に
、
働
く

こ
と
の
楽
し
さ
や
大
切

さ
を
体
得
し
、
職
業

観
・
勤
労
観
を
楽
し
く

学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
職

業
体
験
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

市
民
証
を
入
手
し
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
職
業

選
択
。
労
働
を
通
し
て

魅
力
あ
る
組
織
へ

次
年
度
の
方
針
を
確
認

給
料
の
受
領
や
納
税
・
消

費
活
動
な
ど
、
社
会
の
仕

組
み
を
学
ぶ
キ
ャ
リ
ア
教

育
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

玉
野
支
部
は
建
設
業
の

職
業
体
験
と
し
て
、
ミ
ニ

上
棟
セ
ッ
ト
を
２
棟
用
意
。

我
わ
れ
と
高
校
生
ス
タ
ッ

フ
が
指
導
し
、
小
学
生
に

組
み
立
て
て
も
ら
い
ま
し

た
。
保
護
者
の
方
か
ら
は

「
自
分
も
や
っ
て
み
た
い
」

と
の
声
も
あ
り
、
楽
し
ん

で
も
ら
え
た
と
思
い
ま
す
。

　

実
際
の
建
前
作
業
で
は

細
か
な
作
業
が
あ
り
、
手

間
も
か
か
り
ま
す
が
、

ま
ず
は
楽
し
む
こ
と

を
伝
え
ら
れ
た
ら
と

思
い
、
楽
し
く
40
分

程
度
で
組
み
立
て
ら

れ
る
も
の
を
提
供
し

て
い
ま
す
。
教
え
る

側
、教
え
ら
れ
る
側
、

と
も
に
楽
し
く
で
き

る
こ
と
が
大
事
だ
と

思
い
ま
す
。

　
【
青
年
部
】２
月
９
～
10

日
の
２
日
間
、
東
京
・
連

合
会
館
に
て
「
全
国
青
協

第
64
回
定
期
大
会
」
が
開

か
れ
、
46
県
連
・
組
合
か

ら
１
５
５
人
の
仲
間
が
集

ま
り
、
建
労
岡
山
か
ら
も

５
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
七
夕
青
協
議
長

（
北
海
道
連
）
か
ら
、
全

国
的
な
寒
波
で
交
通
機
関

が
乱
れ
る
中
で
も
会
場
に

駆
け
つ
け
た
全
国
の
青
年

部
に
対
し
て
労
い
と
感
謝

の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
副
議
長
に
よ
る

経
過
報
告
お
よ
び
次
期
活

動
方
針
の
提
案
が
あ
り
無

事
承
認
。
そ
し
て
参
加
者

は
賃
金
や
社
会
保
障
な
ど

５
つ
の
討
議
テ
ー
マ
に
分

か
れ
て
分
科
会
に
臨
み
、

地
元
組
合
で
の
活
動
や
目

標
等
を
議
論
し
ま
し
た
。

　

２
日
目
、
青
協
に
お
け

る
組
織
拡
大
表
彰
後
に
、

い
よ
い
よ
次
期
役
員
選
出

が
行
わ
れ
、
建
労
岡
山
の

小
西
副
部
長
（
西
大
寺
）

が
２
年
の
青
協
役
員
を
経

て
、
組
合
史
上
初
と
な
る

全
国
青
協
議
長
に
就
任
し

ま
し
た
。
小
西
新
議
長
は

「
今
一
度
青
年
部
の
必
要

性
に
つ
い
て
基
本
組
合
に

理
解
を
求
め
、
我
わ
れ
の

立
ち
位
置
を
明

確
に
し
て
い
く
。

全
国
の
仲
間
と

と
も
に
組
合
を

盛
り
上
げ
た

い
」
と
力
強
く

決
意
表
明
し
、

団
結
ガ
ン
バ
ロ

ウ
で
大
会
は
終

了
。
小
西
議
長

率
い
る
第
64
期

全
国
青
協
が
始

動
し
ま
し
た
。

技能検定受検案内
（前期）

【検定職種】�左官、畳製作、建築板金、建具製作、
防水施工、塗装、タイル張り、内装�
仕上げ施工等

【受付期間】４月７日㈪～４月18日㈮
【受 検 料】学科： 3,100円

実技：18,200円
【申 込 先】岡山県職業能力開発協会
【住　　所】岡山市北区出石町1-2-11　

イマージュ・シャトー２階
【Ｔ Ｅ Ｌ】086-225-1546
　※受検申請書は支部でも受け取れます。

支部だより

職業体験の様子

挨拶をする支部長（西大寺）

　

次
年
度
の
運
動
方
針
を

決
定
す
る
支
部
定
期
大
会

が
、
１
月
下
旬
よ
り
県
下

各
支
部
で
順
次
開
催
さ
れ

団
結
ガ
ン
バ
ロ
ウ
（
苫
田
西
）

て
い
ま
す
。

　

１
月
26
日
は
玉
島
支
部

が
支
部
会
館
、
西
大
寺
支

部
が
西
大
寺
公
民
館
、
苫

田
西
支
部
が
鏡
野
町
ペ
ス

タ
ロ
ッ
チ
館
夢
ホ
ー
ル
で

そ
れ
ぞ
れ
開
催
し
ま
し
た
。

　

玉
島
支
部
は
来
年
結
成

70
年
と
い
う
節
目
を
迎
え

る
に
あ
た
り
、
組
合
の
育

成
強
化
を
運
動
方
針
の
主

軸
に
掲
げ
ま
し
た
。
議
案

提
出
で
は
、
決
算
日
の
変

更
に
つ
い
て
一
部
規
約
改

正
の
提
案
を
行
い
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

　

西
大
寺
支
部
で
は
石
川

県
に
お
け
る
応
急
仮
設
木

造
住
宅
建
設
に
尽
力
し
た

組
合
員
を
特
別
功
労
者
と

し
て
表
彰
し
ま
し
た
。
ま

た
、
物
価
高
騰
と
そ
れ
に

伴
わ
な
い
賃
金
と
い
う
厳

し
い
生
活
の
中
「
組
合
員

の
た
め
の
組
合
」
の
理
念

で
魅
力
あ
る
組
織
を
将
来

に
つ
な
い
で
い
く
こ
と
を

確
認
し
ま
し
た
。

　

苫
田
西
支
部
も
同
様
に

組
織
強
化
、
組
合
脱
退
を

防
ぐ
た
め
に
組
合
員
一
丸

と
な
っ
て
呼
び
か
け
運
動

を
し
て
い
く
こ
と
を
提
案

し
、
互
い
に
意
思
統
一
の

も
と
諸
運
動
に
取
り
組
ん

で
い
く
こ
と
を
確
認
し
ま

し
た
。

【西日本自動車共済委託代理所】
合同会社

SKプランニング
自動車保険に加入できます。組合
独自の団体割引17.5％が適用さ
れて掛金が割安です。見積り無料。
【住　所】�岡山市北区奥田南町�

５-14 武田ビル１F
【ＴＥＬ】086-232-0066
【ＦＡＸ】086-232-0067
【MA I L】skplane66＠gmail.com
※�組合員本人の車に加え、その配
偶者と同居の親族、別居の扶養
親族が使用する車も対象。

建労岡山史上初

小西氏が青協議長就任
青年部の必要性訴えていく

就
任
挨
拶
を
す
る
小
西
新
議
長

全
国
の
仲
間
と
団
結
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【
住
宅
対
策
部
】建
労
岡

山
は
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
協

会
事
業
者
団
体
の
「
全
建

総
連
リ
フ
ォ
ー
ム
協
会

（
全
リ
協
）」
の
岡
山
県
支

部
と
し
て
会
員
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

　

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業

者
団
体
と
は
、
消
費
者
が

よ
り
安
全
・
安
心
な
リ
フ

ォ
ー
ム
工
事
を
依
頼
で
き

る
環
境
整
備
を
目
指
し
て
、

国
土
交
通
省
に
よ
り
創
設

さ
れ
た
事
業
者
団
体
登
録

制
度
で
す
。

　

入
会
に
は
、
建
設
業
許

可
ま
た
は
一
定
の
資
格
を

有
す
る
こ
と
、
元
請
と
し

て
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
を
行

っ
た
こ
と
が
あ
る
事
業
者

雇用保険料率引き下げ
4月以降の負担額変更を

消
費
者
へ
安
心
を

信
頼
が
仕
事
確
保
へ
つ
な
が
る

　
【
住
宅
対
策
部
】組
合
で

は
、
災
害
時
の
迅
速
な
支

援
に
備
え
２
つ
の
登
録
制

度
を
設
け
て
い
ま
す
。

⃝

応
急
仮
設
木
造
住
宅

　

全
建
総
連
と
Ｊ
Ｂ
Ｎ

（
全
国
工
務
店
協
会
）
で

構
成
す
る
全
国
木
造
建
築

災
害
時
の
迅
速
支
援
に

能
登
復
旧
で
も
組
合
員
活
躍

　
【
労
働
対
策
部
】令
和

７
年
度
の
雇
用
保
険
料

率
が
１
，
０
０
０
分
の

１
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
。

引
き
下
げ
後
の
料
率

（
建
設
と
一
般
）
は
上

記
表
を
参
照
し
て
く
だ

さ
い
。

　

従
業
員
を
雇
用
し
て

い
る
事
業
者
は
令
和
７

年
４
月
分
の
給
与
か
ら

事
業
主
の
負
担
分
と
給

与
天
引
き
す
る
労
働
者

負
担
分
の
料
率
が
変
更

と
な
る
た
め
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

　

雇
用
保
険
の
加
入
対
象

は
１
週
間
の
所
定
労
働
時

間
が
20
時
間
以
上
で
あ
り
、

31
日
以
上
の
雇
用
見
込
み

が
あ
る
労
働
者
で
す
。
パ

ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
で
あ

っ
て
も
雇
用
保
険
の
手
続

き
が
必
要
で
す
。

　

新
た
に
人
を
雇
用
す
る

際
は
加
入
要
件
に
該
当
す

る
か
を
確
認
し
手
続
き
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。
不
明

な
点
は
組
合
ま
で
相
談
く

だ
さ
い
。

社会貢献を評価
高梁支部が善行表彰

　

昨
年
11
月
30
日
、東
京
・

明
治
神
宮
参
集
殿
で
「
令

和
６
年
度
秋
季
善
行
表
彰

式
」
が
開
か
れ
「
社
会
福

祉
の
部
」
に
お
い
て
高
梁

支
部
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
長
年
に
わ
た
り

建
労
岡
山
が
地
域
貢
献
と

し
て
行
っ
て
い
る
奉
仕
活

動
に
対
し
、
高
梁
市
が
岡

山
県
を
通
じ
て
主
催
の

（
一
社
）
日
本
善
行
会
へ

推
薦
し
、
選
考
委
員
会

を
経
て
受
賞
を
認
め
ら

れ
た
も
の
で
、
式
典
で

は
東
支
部
長
が
表
彰
状

と
盾
を
受
け
取
り
ま
し

た
。

　

高
梁
支
部
の
奉
仕
活

動
で
は
、
主
に
幼
稚
園

や
保
育
園
等
で
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
修
繕
を
行
っ

て
お
り
、
今
年
度
で
47

年
に
な
り
ま
す
。

事
業
協
会
で
は
、
災
害
時

の
応
急
仮
設
木
造
住
宅
の

建
設
事
業
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。県
内
外
問
わ
ず
、

災
害
救
助
法
が
適
用
と
な

る
災
害
が
発
生
し
た
際
、

被
災
し
た
自
治
体
か
ら
の

要
請
に
基
づ
き
応
急
仮
設

木
造
住
宅
の
建
設
の

準
備
に
取
り
掛
か
り

ま
す
。
建
労
岡
山
で

は
速
や
か
に
要
請
に

応
じ
る
た
め
、
随
時

登
録
申
請
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
令
和

６
年
の
能
登
半
島
の

災
害
復
旧
に
も
派
遣

が
行
わ
れ
、
組
合
員

が
活
躍
し
ま
し
た
。

（
詳
細
は
建
設
労
報

８
３
５
号
を
参
照
）

　

登
録
資
格
は
「
大
工
職

に
３
年
以
上
従
事
し
た
経

験
が
あ
る
70
歳
以
下
の
組

合
員
」
で
す
。

⃝

応
急
修
理

　

建
労
岡
山
は
岡
山
県
な

ら
び
に
岡
山
市
と
「
災
害

時
に
お
け
る
被
災
住
宅
の

応
急
修
理
に
関
す
る
協

定
」を
交
わ
し
て
い
ま
す
。

　

被
災
し
た
住
宅
の
応
急

修
理
が
可
能
な
事
業
者
が

事
前
に
登
録
を
行
う
こ
と

で
、
県
内
で
災
害
救
助
法

の
適
用
が
あ
る
災
害
が
発

生
し
た
際
、
迅
速
に
対
応

が
可
能
な
状
況
を
整
え
て

い
ま
す
。
特
に
大
規
模
災

害
発
生
時
は
修
理
の
需
要

が
高
ま
る
こ
と
か
ら
、
前

も
っ
て
登
録
し
、
自
治
体

　

こ
の
度
の
受
賞
に
あ

た
り
、東
支
部
長
は「
こ

の
よ
う
な
栄
誉
あ
る
賞

を
い
た
だ
き
光
栄
で
す
。

今
回
、
私
が
代
表
で
表

彰
状
を
受
け
ま
し
た
が
、

建
労
岡
山
が
長
ら
く
県

下
統
一
で
行
っ
て
い
る

活
動
が
社
会
貢
献
と
し

て
高
く
評
価
さ
れ
、
認

め
ら
れ
た
証
で
、
全
支

部
に
対
す
る
表
彰
だ
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
こ

の
表
彰
を
今
後
の
活
動

の
励
み
と
し
て
、
仲
間

と
と
も
に
奉
仕
活
動
を

続
け
て
ま
い
り
ま
す
」

と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

表彰状を受け取る東支部長

能登の応急仮設木造住宅

全リ協
会員募集

の
名
簿
に
記
載
を
受
け
る

こ
と
で
仕
事
確
保
に
つ
な

が
り
ま
す
。
加
え
て
、
事

業
主
側
の
メ
リ
ッ
ト
と
し

て
応
急
修
理
登
録
組
合
員

に
な
る
こ
と
で
経
営
事
項

審
査
を
受
け
る
際
に
20
点

の
加
点
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

被
災
箇
所
の
修
理
が
可

能
で
あ
れ
ば
特
に
加
入
職

種
は
問
い
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
ら
の
制
度
の
登
録

募
集
は
随
時
行
っ
て
い
ま

す
の
で
、
所
属
支
部
に
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

で
あ
る
こ
と
、
入
会
前
に

講
習
（
組
合
本
部
に
て
随

時
開
催
）
を
受
講
す
る
こ

と
な
ど
が
要
件
で
す
。

　

会
員
は
国
土
交
通
大
臣

登
録
の
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

事
業
者
団
体
の
ロ
ゴ
マ
ー

ク
が
使
用
で
き
、
名
刺
や

看
板
等
に
掲
げ
る
こ
と
も

可
能
で
す
。
ま
た
、
国
土

交
通
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
通
じ
、
全
リ
協
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
組
合
員
の
情

報
を
記
載
す
る
こ
と
で
、

国
土
交
通
省
が
認
め
て
い

る
団
体
の
会
員
で
あ
る
と

証
明
で
き
、
消
費
者
の
信

頼
確
保
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

悪
質
な
リ
フ
ォ
ー
ム
事

業
者
が
増
え
て
い
る
昨
今
、

消
費
者
に
安
心
を
与
え
る

こ
と
は
仕
事
確
保
の
上
で

非
常
に
大
切
で
す
。
リ
フ

ォ
ー
ム
工
事
を
請
負
い
、

営
業
活
動
を
行
っ
て
い
る

事
業
者
の
方
は
ぜ
ひ
入
会

の
検
討
を
お
願
い
し
ま
す
。

詳
し
く
は
所
属
の
支
部
ま

で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

「建築物石綿含有建材調査者講習」日程
講習会 修了考査 講習受講料

★一般調査者
コース

令和７年５月22日㈭～23日㈮ 令和７年６月６日㈮ 50,380円
（修了考査の受験料　
5,060円を含む）

令和７年８月18日㈪～19日㈫ 令和７年９月１日㈪
令和７年11月17日㈪～18日㈫ 令和７年12月１日㈪

★一戸建て等
調査者コース 令和８年２月19日㈭ 令和８年３月６日㈮

40,370円
（修了考査の受験料　
5,060円を含む）

定　員 30～60名程度

【開催場所】岡山県労働基準協会　TEL：086-221-2160　住所：岡山市北区桑田町15-28
　⃝車で会場に行く方は、近隣の有料駐車場を利用してください。
　⃝詳細は所属支部まで問い合わせてください。
　⃝インボイスが必要な方は直接申込みをしてください。

事業の種類 ①労働者負担 ②事業主負担 ①+②雇用
保険料率

建
設
の
事
業

令和７年
４月～ 6.5/1,000 11/1,000 17.5/1,000

令和７年
３月まで 7/1,000 11.5/1,000 18.5/1,000

一
般
の
事
業

令和７年
４月～ 5.5/1,000 9/1,000 14.5/1,000

令和７年
３月まで 6/1,000 9.5/1,000 15.5/1,000



岡山県建設労働組合機関紙 第 842 号　　　　（4）2025年（令和７年）３月１日

も
有
酸
素
運
動
に
加
え

て
ベ
ン
チ
や
マ
シ
ン
に

よ
る
無
酸
素
運
動
を
仲

間
と
一
緒
に
継
続
的
に

行
っ
て
い
く
う
ち
に
、

少
し
ず
つ
自
分
の
身
体

に
変
化
が
見
ら
れ
、
筋

ト
レ
の
魅
力
を
実
感
。

「
明
ら
か
に
前
よ
り
も

腕
が
太
く
な
り
、
疲
れ

に
く
く
な
っ
た
」
と
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
の
効
果
に

つ
い
て
話
し
ま
す
。
続

け
て
「
鏡
で
パ
ン
プ
し

た
筋
肉
を
見
た
時
の
満

足
感
は
最
高
」
と
、
こ

れ
も
筋
ト
レ
に
は
ま
っ

た
人
な
ら
で
は
の
感
想
。

　

た
だ
し
、
石
井
さ
ん

が
目
指
し
て
い
る
の
は

マ
ッ
チ
ョ
で
は
な
く
、

体
力
づ
く
り
と
健
康
維

持
の
た
め
。「
や
は
り
体

は
資
本
。
健
康
寿
命
を

延
ば
す
た
め
に
も
、
息

子
に
負
け
な
い
よ
う
頑

張
っ
て
続
け
ま
す
」
と

筋
力
の
大
切
さ
を
訴
え

て
い
ま
す
。

く
主
人
に
対
し
家
族
と
し

て
も
心
配
が
尽
き
ま
せ
ん
。

　

６
月
に
岡
山
に
帰
っ
て

き
た
時
に
は
、
足
の
指
に

で
き
た
マ
メ
が
原
因
で
入

院
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

ま
た
９
月
の
能
登
豪
雨

で
は
実
際
に
行
っ
た
輪
島

の
仮
設
住
宅
が
水
害
に
遭

い
、
さ
ら
に
自
分
た
ち
の

事
務
所
や
仲
間
の
ト
ラ
ッ

ク
が
被
害
を
受
け
た
こ
と

に
、
主
人
は
二
重
の
悲
し

み
と
共
に
、
早
く
直
し
て

317

鈴の音鈴の音

今
月
の
お
も
な
行
事

今
月
の
お
も
な
行
事

筋トレで健康維持
息子に負けないように

吉備支部 石井智裕さん（大工・44歳）

　

近
年
、
健
康
・
美
容
意

識
の
高
ま
り
や
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
の
多
様
化
な
ど
か

ら
、
筋
ト
レ
を
行
う
人
が

増
え
て
い
ま
す
。
石
井
さ

ん
も
そ
の
一
人
で
、
昨
年

11
月
か
ら
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス

ジ
ム
で
筋
ト
レ
に
励
ん
で

い
ま
す
。

　

元
々
、
サ
ッ
カ
ー
を
す

る
息
子
さ
ん
の
フ
ィ
ジ
カ

ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
目
的

に
、
近
く
で
知
人
の
家
族

が
オ
ー
ナ
ー
を
務
め
る
ジ

ム
へ
一
緒
に
通
い
始
め
た

の
が
き
っ
か
け
。
当
初
は

息
子
さ
ん
の
サ
ポ
ー
ト
に

重
き
を
置
き
、
自
ら
鍛
え

る
こ
と
は
あ
ま
り
考
え
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

し
か
し
、
実
際
に
自
身

西大寺支部
寒川美代子

　

令
和
６
年
の
元
日
に
起

き
た
能
登
半
島
地
震
。
復

興
の
た
め
全
国
か
ら
大
工

さ
ん
が
集
ま
っ
て
お
り
、

私
の
主
人
も
昨
年
３
月
か

ら
能
登
で
仮
設
住
宅
の
仕

事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

主
人
が
向
か
っ
た
現
場

は
歩
く
だ
け
で
痛
み
を
感

じ
る
程
に
石
が
ゴ
ロ
ゴ
ロ

と
あ
る
場
所
で
、
駐
車
場

か
ら
も
離
れ
て
い
る
た
め

現
地
で
荷
車
を
買
っ
て
道

具
を
運
ん
で
い
ま
す
。

　

過
酷
な
状
況
の
中
で
働

あ
げ
た
い
と
い
う
思
い
を

よ
り
強
く
し
て
い
ま
し
た
。

　

災
害
で
大
変
な
こ
と
ば

か
り
で
す
が
、
時
に
は
輪

島
で
お
世
話
に
な
っ
た

人
に
主
人
が
ケ
ー
キ
を

届
け
て
喜
ん
で
も
ら
っ

た
り
と
、
人
と
の
つ
な

が
り
を
感
じ
て
私
も
ホ

ッ
コ
リ
し
て
い
ま
す
。

　

１
月
６
日
か
ら
主
人

は
再
び
輪
島
に
向
か
い

ま
し
た
。
石
川
の
皆
様

が
一
日
で
も
早
く
元
の

生
活
に
戻
れ
る
こ
と
を

　

新
年
号
「
8
つ
の
ま
ち

が
い
さ
が
し
」
の
正
解
を

発
表
し
ま
す
。

能登のために頑張ります

　

今
回
は
94
人
か
ら
の
応

募
が
あ
り
ま
し
た
。
た
く

さ
ん
の
応
募
あ
り
が
と
う

願
い
、
そ
し
て
３
月
に

は
主
人
が
元
気
に
帰
っ

て
き
て
く
れ
る
の
を
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。

筋肉は裏切らない

ご
ざ
い
ま
し
た
。
応
募
さ

れ
た
方
の
コ
メ
ン
ト
を
一

部
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

な
お
、
当
選
者
の
発
表

に
つ
き
ま
し
て
は
景
品
の

応募者の声
•�「あのひとこの人」の記事が大好きです。今回で315回になるんで
すね。1000回目指して頑張って。
•�あけましておめでとうございます。いつもためになる情報をありが
とうございます。カラーになってとてもよかったです。今年もよろ
しくお願い致します。
•�大工たちの頑張る姿をみて元気をもらえる。いつもありがとうござ
います。
•�趣味や活動を楽しむ人のコラムを読み励みにしています。今回のま
ちがいさがしを楽しみにしていました。頭の運動にもなるので、ま
た機会があればやりたいと思います。
•�まちがいさがしは難しかったです。機関紙は皆さんの活躍や日常を
垣間見れて楽しいです。
•�同じ建労岡山の組合員さん。お会いしたこともお話したこともあり
ませんが、皆さんの趣味や日々の中で感じられていること地域の活
動を紙面をとおして拝見することができ、元気がもらえます。いつ
も楽しく見ています。
•�皆さんお元気で趣味もあり、うらやまし～です！！
•�技術の継承は大事だなとつくづく思います。皆さんのされているこ
と、これからも知りたいです。

謹

賀

新

年

発
送
を
も
っ
て
代
え
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
今
後

も
皆
さ
ん
か
ら
の
た
く
さ

ん
の
ご
意
見
・
ご
要
望
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

組合機関紙を
ホームページに掲載中
　機関紙「建設労報」が組合ホーム
ページから閲覧できます。
　下記の二次元コードで組合ホーム
ページに移動し、「お知らせ」を確認
してください。表示されない場合は
右上のメニューアイ
コンから「お知らせ」
をクリックしてくだ
さい。

能
登
の
復
興
の
た
め
に

人
と
の
つ
な
が
り
を
感
じ
て

〈
県　

内
〉

７
日

　

�

増
改
築
相
談
指
導
員

研
修
会

10
日　

書
記
研
修

11
日

　

�

職
訓
協
会
理
事
会
運

営
委
員
会

13
日　

青
年
部
幹
事
会

14
日　

四
役
会
議

16
日

　

青
年
部
交
流
集
会

17
日　

女
性
会
幹
事
会

21
日　

予
算
編
成
会
議

27
日　

執
行
委
員
会

29
日

　

職
業
訓
練
校
卒
入
式

ま
ち
が
い
さ
が
し

正
解
発
表

8つの

〈
県　

外
〉

13
～
14
日　

　

�

全
国
住
宅
対
策
活
動
者

会
議

支
部
定
期
大
会（
予
定
）

３
月
１
日

⃝
総
社
支
部
13
時
30
分
～

　

支
部
会
館

３
月
９
日

⃝
赤
磐
支
部
９
時
30
分
～

　

支
部
会
館

⃝
久
米
支
部
９
時
30
分
～

　

久
米
郡
商
工
会
館

⃝
小
田
支
部
13
時
30
分
～

　

や
か
げ
文
化
セ
ン
タ
ー

３
月
15
日

⃝
井
原
支
部
13
時
30
分
～

　

支
部
会
館

３
月
16
日

⃝
英
田
支
部
10
時
～

　

街
並
み
保
存
館「
蔵
」

⃝
岡
山
支
部
13
時
～

　

�

労
働
福
祉
事
業
会
館

３
月
23
日

⃝
都
窪
支
部
13
時
30
分
～

　

�

岡
山
市
サ
ウ
ス
ヴ
ィ
レ

ッ
ジ
ホ
ー
ル

３
月
30
日

⃝
笠
岡
支
部
13
時
30
分
～

　

笠
岡
市
民
会
館


